
輸　血　説　明　書

１． 輸血の必要性

血液には赤血球、血小板、血漿などの成分が含まれています。赤血球が不足すると体

が酸素不足になり、血小板や血漿が不足すると出血しやすくなります。このような状

態では本来の治療や手術が十分に実施できなかったり時には生命の危険が生じたりす

る事もあるため、不足している成分の輸血が必要になります。

２． 輸血の予定

あなたに予定される輸血は同意書に記入されていますが、病状により適宜変更されま

す。各成分の輸血 1 単位は献血された 200 ml の血液から作られています。継続的に輸

血が必要な場合にはひと月あたりの量として記入されています。

３． 輸血の副作用

血液センターで献血された輸血用血液（同種血と呼びます）の安全性は飛躍的に高ま

っていますが、他人の血液である事から副作用を完全に無くすことはできません。

１． よくあるが生命への危険性は低いもの

発熱・悪寒・蕁麻疹 (2/100人)

２． まれであるが生命にかかわりうるもの

溶血反応 (1/1万人)

アナフィラキシー (1/1万人)

急性呼吸不全 (1/38万人)

輸血感染症

B型肝炎 (30万本の輸血に 1回)

C型肝炎 (2200万本の輸血に 1回)

エイズ (1100万本の輸血に 1回)

３． その他

未検査・未知の病原体の感染症

採血時に混入した細菌の感染症

輸血後移植片対宿主病 (放射線照射によりほぼ完全に予防可能)



４． 輸血感染症の検査と検体保管

担当医が必要と判断した場合には、輸血のおよそ 3 ヵ月後に（反復して輸血される方

はその後も 3 ヵ月に 1 度づつ）B 型肝炎、C 型肝炎、エイズの 3 項目について健康保

険を用いた検査ができます。エイズウイルス検査は同意をいただいた方のみ行います。

輸血前のあなたの血液を可能な限り院内に保存し輸血と感染症の関係が明らかになる

ように努めます。

５． 副作用・感染症救済制度と給付条件

適正に輸血が行われたにもかかわらず副作用による重い健康被害を受けられた方は「生

物由来製品の感染等による被害の救済制度」に申請し認められると医療費などの公的

給付が行われます。

６． 自己血輸血の選択肢

予定された手術など輸血までに時間的な余裕がある場合に、ご自身の血液を保存して

必要時に輸血する自己血輸血を考慮できます。これは血液センターで献血された血液

（同種血）の輸血によりおこりうる副作用を防ぐために有用です。手術予定と検査値

などを担当医師が確認し必要なら内服や注射による造血剤を使用します。あなたから

保存用血液を採血する際にふらつき、気分不快、血圧低下、意識消失、神経損傷など

をおこすこともありますが、いずれもまれで迅速に対応できる体制が整えられていま

す。保存した血液に異常があったり出血が少なく不要の場合には自己血を破棄します。

逆に不足時には同種血を追加輸血します。輸血に不要な白血球は採血当日に廃棄して

いますが、ご同意を頂けた場合には当大学の研究目的で使用させて頂きます。

７． 輸血記録の保管と遡及調査

輸血を受けた方の記録は 20 年間の保存が法律により義務化されています。未知の病原

体による感染症などが明らかになった時は、あなたにお知らせすると共に日本赤十字

社などに情報提供し感染拡大の防止に努めます。

８． その他

近親者やお知り合いからあなたに対する輸血の申し出があっても院内での採血は行い

ません。



輸　血　同　意　書

福　井　大　学　附　属　病　院　長　殿

私は　　　　　　科　　　　　　　　　　医師より輸血の説明を受け質問の機会をえて以

下の内容を理解できました。

 輸血の必要性

 予定の血液製剤と使用量

赤血球製剤 約 単位 （　　　単位/月）

血小板製剤 約 単位 （　　　単位/月）

新鮮凍結血漿 約 単位 （　　　単位/月）

約 単位 （　　　単位/月）

自己血 約 単位

 輸血予定は病状により適宜変更されること

 輸血の副作用

 輸血副作用の救済制度

 輸血後感染症の検査

20　　年　　月頃実施予定（担当医が不要と判断する場合には無記入）

 自己血輸血の選択肢と残余白血球の研究利用

私は以下のとおり意志決定しました。（該当箇所のいずれかに丸を付けて下さい）

１． 同種血（血液センターで献血された他人の血液）輸血 受けます。 受けません。

　付：輸血感染症検査時のエイズウイルス検査 受けます。 受けません。

２． 自己血（保存された自分の血液）輸血 受けます。 受けません。

　付：採血後に廃棄する白血球の研究利用に同意 します。 しません。

同意日　　20　　年　　月　　日

住所 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続柄　　　　）

　　　　　　　　　　　本人が未成年または署名できないなどの場合には、代理の方が署名してください。


